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※個人情報の保護及び保安上の理由のため割愛してある箇所があります。 
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Ⅰ 危機管理について 

１ 危機管理の基本方針 

（１）危機管理の意義 

教職員の危機管理意識を継続するとともに適切な危機管理体制を確立し、事件・事故、  

災害の未然防止に努め、万一発生した場合は被害を最小限に抑止する。 

※「学校における防犯教室等実践事例集」平成 18年 3月文部科学省等 

 

（２）危機管理の目的 

   １ 生徒や教職員などの安全を確保し、施設などを守る。 

   ２ 危険をいち早く発見し、事件・事故、災害を未然に防止する。 

   ３ 事件・事故、災害が発生したときに、適切かつ迅速に対処し、被害を最小限に抑える。 

   ４ 事件・事故の再発防止と教育の再開に向けて対策を講じる。 

 

（３）留意事項 

ア 事前（日常）の対応 

① 安全点検や安全指導を十分に行う 

        施設・設備、授業、部活動、特別活動、登下校など 

② 緊急時の対応方法を常に心得る 

        緊急体制、医療体制、応急処置に基本、緊急時の役割分担等の確認など 

 

イ 発生時（緊急時）の対応 

① 状況を正確に把握し、速やかに対応する 

巧遅より拙速を優先 

② 情報を速やかに連絡し、正確に報告・記録する 

        「５Ｗ１Ｈ」（報告の優先順位） 

         なにが、だれが、いつ、どこで、なぜ、どのように 

③ 事故現場の保存に努める 

 

ウ 事後の対応 

① 再発防止の手段を講じる 

② 心のケアを含め、事後指導の徹底をはかる 

③ 保護者、地域、マスコミ等に誠意ある対応をする 

 

 

 

Ⅱ緊急体制 

１ 緊急体制 

２ 緊急時の職員役割分担 
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Ⅲ 医療体制 

１ 緊急連絡体制 

２ 一次救命処置 次ページに掲載 

３ 災害給付制度（スポーツ振興センター） 
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２ 一次救命処置 

引用 JRC 蘇生ガイドライン 2015. 2016.2.22 

呼吸の確認 

回復体位 

○○先生

は、119番通

報をしてくださ

い！  

□□先生

は、(体育館

 or事務

室)の AEDを

もってきてくだ

さい！  

疲労するの

で、２・３

人でローテ

ーションす

ること！ 

1人でし続

けるのは、

無理です！ 

周囲の状況よし！  

AED装着準備中も、胸骨圧

迫はやめないで！ 
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Ⅳ 災害安全 

１ 台風などによる注意報・警報発令時の対応 

（１）対応のフロー 

 

（２）対応の基準 

情報 登校前発令 登校後発令 

注意報 

強風 

大雨 

洪水 

土砂 

①生徒は今後の気象情報や地域の実情などを家族と

相談し、安全に登下校できることを確認したうえで登

校する。②生徒は、安全に登下校することが心配され

る場合は、学校に連絡し、自宅で待機するか状況を見

て登校する。 

①気象情報や地域の実情に応

じ、下校させることもある。 

 

 

警報 

暴風 

大雨 

洪水 

土砂 

今後の気象情報や地域の実情などを家族と相談し、安

全に登下校できることを確認したうえで登校する。安

全に登下校することが心配される場合は学校に連絡

し、自宅で待機するか状況を見て登校する。市長防災

局から避難指示があった場合は避難所に避難する。 

①状況により、安全を確認し

た後、下校させることもある。 

【確認事項】 

・交通、道路情報の確認 

・安全に下校することが困難

な生徒については、保護者と

連絡を取り、適切な対処をす

る。 

備考 「岩国総合高校緊急連絡メ－ル」を通じて保護者等へも周知する。 

校長・教頭・事務長 

教務課長、学校安全・体育課長 

テレビ・インターネットなどで 

正確な情報入手・協議・決定（校長） 

安全確認 通常授業 安全確保が困難と思われる場合 

校長 

教頭 事務長 事務職員 

教職員への指示の徹底 

戸締まりの確認 生徒の下校指示 生徒帰宅 

県教育委員会 

交通機関の確認 

・JR 藤生駅 

・JR 岩国駅（岩徳線） 

・錦川鉄道 

校舎内の施錠（事務） 

体育設備・用具などの安全確保 

（学校安全体育課） 

指示 

担任 担任 

状況に応じて 

帰宅確認（担任） 

指示 

報
告 

※ 下校が不可能な場合の避難場所は、原則として体育館とする。 
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２ 地震発生時の対応 

 

即 

時 

対 

応 

初 
 

動 
 

対 
 

応 

緊急地震速報発令 あるいは 震度４以上の地震発生、津波 

（大声で以下を指示）  （安全確保後・状況確認） （放送で以下を指示） 

授業担当者 授業担当者以外 事務室・職員室 

緊急地震速報発令

机の下に潜れ！ 

・負傷者など確認 

・負傷者救出 

・出入り口確保 

・消火 

火災の確認 

火災時は事務室へ連絡 

情報収集 

（TV・ラジオ・PC）

等） 

出火場所を確認し、 

消防署へ連絡

（119） 

・避難経路の指示 

・救出 

・出入り口確認 

・避難行動に移れ！ 

放送を確認後 

（校内放送）揺れがおさまって 

「○○室（棟）で火災発生。 

○○室（棟）をさけて、グラウンドに避難せ

よ。」 

▼停電時などを想定し、ハンドマイクも準備 

▼二次被害（土砂、津波等）に留意して避難指示 

避難行動（揺れがおさまって、落ち着いて行動） 

※これ以降の対応は、「防災に係る応急対応計画」のｐ９～を参照すること。

一次避難場所（グラウンド・体育

館） 

・クラスごとに人員点呼 

・安全確認 

・応急手当 

本部設置 

・人員確認 

・負傷者がいれば救急車要請 

・現状把握（各係に指示） 

・情報収集 

土砂、津波による二次避難場所 

（管理棟・教室棟・特別棟３階） 

※本校は土砂災害警戒区域 

報

告 

指
示 
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３ 火災発生時の対応 

 

即 

時 

対 

応 

初 
 

動 
 

対 
 

応 

火 災 発 生 

（大声で以下を指示）  （安全確保後・状況確認） （放送で以下を指示） 

授業担当者 発見者・周辺者 事務室・火災報知

 

出火場所を確認し、 

消防署へ連絡（119） 
「火事です。岩国総

合高校です。消防車

の出動をお願いしま

す。通報者は○○

で、電話番号は３１

－６１５５」 

・負傷者など確認 

・負傷者救出 

・出入り口確保 

・消火 初期消火活動開始 

・避難経路の指示 

・救出 

・出入り口確認 

・避難行動に移れ！ 

放送を確認後 

（校内放送）「○○室（棟）で火災発生。 

○○室（棟）をさけて、グラウンドに避難せ

よ。」 

避難行動 

※これ以降の対応は、「防災に係る応急対応計画」を参照すること。※ 

一次避難場所（グラウンド・体育館） 

・クラスごとに人員点呼 

・安全確認 

・応急手当 

本部設置 

・人員確認 

・負傷者がいれば救急車要請 

・現状把握（各係に指示） 

・情報収集 

報

告 
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Ⅴ 生活安全 

１ 不審者への対応 

（１）不審者侵入の防止の３段階のチェック体制 

   Ａ 校門 

   Ｂ 校門から校舎への入り口まで 

   Ｃ 校舎への入り口 

 

（２）不審者への対応 

 

（３）保護者の車による生徒の送迎について 

   生徒にけが等特別な事由がある場合にのみ、生徒昇降口までの送迎を認めることとする。

担任は、職員朝礼などでその旨を全職員と共有する。 
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Ⅵ 新たな危機事象への対応 

１ 弾道ミサイル発射に係る対応について 

（１） Jアラートを通じて緊急情報が発信された際の対応  
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Ⅶ 熱中症への対応 

暑さ指数（WBGT）を用いた活動判断 

暑さ指数

(WBGT) 

(℃) 

（参考） 

気温 

(℃) 

注意すべき 

生活活動の 

目安 

日常生活に 

おける注意 

事項 

熱中症予防運動指針（注１） 本校の対応 

31以上 35以上 すべての生活活

動で起こる危険

性 

高齢者においては

安静状態でも発生

する危険性が大き

い。外出はなるべく

避け、涼しい室内に

移動する。 

運動は原則中止 

特別の場合以外は運動を中止する。 

特に子供の場合には中止すべき。 

運動を中止し、

風通しのよい日

陰や空調が聞

いている室内等

に避難する。 

28～31 31～35 外出時は炎天下を

避け、室内では室温

の上昇に注意する。 

厳重警戒（激しい運動は中止） 

熱中症の危険性が高いので、激しい運

動や持久走など体温が上昇しやすい運

動は避ける。10～20分おきに休憩を取

り水分・塩分の補給を行う。暑さに弱い人

（注２）は運動を軽減または中止。 

激しい運動を中

止し、風通しの

よい日陰や空

調が聞いている

室内等に避難

する。 

運動を継続す

る場合であって

も 10 分おきに

休憩を取り水

分・塩分の補

給を行う。 

25～28 28～31 中等度以上の生

活活動で起こる

危険性 

運動や激しい作業を

する際は定期的に

充分に休息を取り入

れる。 

警戒（積極的に休憩） 

熱中症の危険が増すので、積極的に休

憩を取り適宜、水分・塩分を補給する。

激しい運動では、30 分おきくらいに休憩

を取る。 

30 分おきに休

憩を取 り 、水

分・塩分の補

給を行う。 

21～25 24～28 強い生活活動で

起こる危険性 

一般に危険性は少

ないが激しい運動や

重労働時には発生

する危険性がある。 

注意（積極的に水分補給） 

熱中症による死亡事故が発生する可能

性がある。熱中症の兆候に注意するとと

もに、運動の合間に積極的に水分・塩分

を補給する。 

30 分おきに水

分・塩分の補

給を行う。 

21以下 
24未満   ほぼ安全（適宜水分補給） 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜

水分・塩分の補給は必要である。市民マ

ラソンなどではこの条件でも熱中症が発

生するので注意。 
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